	こども・若者意見募集　提案書（参考様式）
※①～④の内容を含んだ提案であれば、参考様式以外での応募もできます

	①提案テーマ
タイトル
	（例）年に３日まで平日に学校を休める制度の導入

	②解決したい
課題や要望
	身近な困りごとやもっとこんなことがあったらいい、これはいい取り組みだからもっと広げたい！といった課題や要望を書いてください。

（例）
この前、愛知県で１年間に３日まで、平日に家族で学校外での体験や学習などで休みをとることができるようになる「ラーケーションの日」を全国で初めて導入するというニュースを見ました。家族と一緒に過ごしたくて、平日学校を休みたくても、休みにくいのでそうした取り組みが流山市にも欲しいです。
学校外での体験だけじゃなくて、気分が落ち込んで学校に行きたくない日にも休めると、気持ち的に楽になると思います。

	③詳しい内容
	課題や要望を解決するための提案やアイデアを詳しく書いてください。（図表・イラスト可）

（例）
事前に学校に申請すれば、学校に休む理由を伝えなくても年に３日、休むことができる（欠席扱いにならない）制度
・家族で一緒に過ごすイベントのある日
・いやなことがあったり、なんだか気持ちが落ち込んでいる日
　など、年に３日は休むことができる。
[bookmark: _GoBack]　休みたい理由は学校に伝えなくていいので、みんな気楽に休むことができます。記載例


	④効果
	提案やアイデアで、あなたの周りや地域がどのように変化するか、どんな効果があるか書いてください。

（例）
理由を言わなくても休めるので、言いにくいときも休みやすい。
気楽に休むことが出来る日があることで、気持ちに余裕ができる。
平日に家族で一緒に過ごすことができる。




